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嘉
手
納
町
新
町
商
店
街
の
活
性

化
を
担
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
て
い
る
「
新
町
エ
イ
サ
ー

広
場
」
が
、
旧
盆
あ
け
の
八
月
二
十

四
日
、
新
町
通
り
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
毎
年
、
多
く
の
人
々
で
埋
め

尽
く
さ
れ
る
新
町
通
り
に
は
、
今

年
も
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
衆
が

詰
め
掛
け
、
エ
イ
サ
ー
の
勇
壮
で

華
器
な
演
舞
を
た
ん
の
う
し
ま
し

た。
夕
方
、
六
時
三
〇
分
、
富
里
辰
秀

商
工
会
長
、
宮
城
篤
実
町
長
な
ど

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
始
さ
れ
た

「
エ
イ
サ
ー
広
場
」
で
は
、
千
原
子

ど
も
エ
イ
サ
ー
を
皮
切
り
に
各
自

治
会
の
エ
イ
サ
ー
や
読
谷
村
の
エ

イ
サ
ー
が
、
次
か
ら
次
へ
と
繰
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
新

町
商
店
街
で
は
、
食
べ
物
か
ら
ゲ

ー
ム
ま
で
、
多
く
の
屋
台
を
出
店
。

観
衆
は
、
焼
き
鳥
や
お
好
み
焼
き

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
熱
気
の
あ

ふ
れ
る
エ
イ
サ
ー
の
演
技
を
夜
の

ふ
け
る
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

■
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会
が
推
進
す
る
　
「
に
ぬ
ふ
ぁ
星
プ

ラ
ン
」
　
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が

ら
、
嘉
手
納
町
が
考
え
る
学
力
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
問
題
解
決
的
な
学
習
」

の
学
習
理
論
に
つ
い
て
触
れ
、
一
問

題
解
決
的
な
学
習
と
は
、
常
に
自

分
で
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解

決
し
、
主
体
的
に
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
資
質
を
育
て
る
学
習
で
あ

る
」
　
「
こ
の
理
論
は
、
文
部
科
学

＼

d
r

「■」議

鏡
花

去
る
、
八
円
十
五
日
の
終
戦
記
念

日
、
招
魂
の
塔
に
お
い
て
町
主
催
の

「
平
和
祈
願
祭
」
　
が
町
内
各
団
体
の

代
表
者
が
出
席
し
て
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
は
、
は
じ
め
に
宮
城
篤

去
る
八
月
二
十

一

一

日

、

嘉

手

納

町

学
力
向
上
対
策
推

進
委
員
会
主
催
の

教
育
講
演
会
で
伊

波
勝
雄
教
育
長
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
中

央
公
民
館
に
は
、

町
内
、
町
外
か
ら
小
・

中
学
校
の
先
生
方

が
多
数
参
加
。
メ

モ
を
と
り
な
が
ら

熱
心
に
聴
講
し
ま

し
た
。講
演
会
の
演
題

は
　
「
問
題
解
決
的

な
学
習
の
理
論
と

実践」。伊
波
教
育
長
は
、

文
部
科
学
省
の
施

策
や
県
教
育
委
員

省
が
唱
え
る
　
『
生
き
る
力
』
　
に
結

び
つ
き
、
生
推
学
習
社
会
を
生
き

抜
く
基
礎
学
力
と
な
る
」
　
な
ど
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
践
事
例
の
紹
介
で
は
、

平
成
十
二
年
十
月
五
日
、
嘉
手
納
β

t
　
実
町
長
が
、
町
民
を
代
表
し
て
　
「
戦

ク
　
後
も
五
十
七
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
り

、
勺
ま
し
た
。
今
、
六
四
四
柱
の
在
り
し

ー
日
を
偲
び
残
さ
れ
た
逝
族
の
悲
し
み

ヽ
　
を
思
う
と
き
、
い
ま
も
な
お
悲
痛
の

〆
　
思
い
が
胸
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
詰
津
㌍
描
渠
墨
丹
前
H
雷
門
㍊

の
社
会
科
　
「
江
戸
幕
府
の
成
立
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
授
業
づ
く
り
に
つ

い
て
、
密
度
の
濃
い
教
材
研
究
の

大
切
さ
を
説
き
な
が
ら
、
問
題
解

決
的
な
学
習
の
過
程
を
踏
ま
え
た

学
習
指
導
案
の
書
き
方
や
単
元
内

で
追
究
す
る
課
題
の
作
り
方
、
学

習
手
引
を
活
用
し
た
調
べ
方
、
ま

と
め
方
、
発
表
の
仕
方
な
ど
、
学

校
で
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
手
だ
て

が
次
々
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

hlh
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ヽ

l
▼

－ク
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kMq
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多
の
今
日
の
平
和
と
繁
栄
を
築
き
上

日
加
後
に
、
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
♪

教
師
主
噂
の
授
業
か
ら
子
と
も
主

体
の
授
業
へ
の
転
換
が
大
切
で
あ
　
l

る
」
　
と
結
び
、
講
演
を
終
え
ま
し

た
。
　
　
（
学
校
教
育
課
　
浦
崎
）

叫
招
魂
の
搭
－

げ
て
き
ま
し
た
。
我
が
嘉
手
納
町
も

「
ひ
と
、
未
来
か
が
や
く
交
流
の
ま
ち
、

か
で
な
」
　
を
将
来
像
と
し
て
、
こ
の

町
に
住
む
人
々
が
、
い
つ
ま
で
も
平

和
で
暮
ら
し
て
い
け
る
町
づ
く
り
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
　
と
哀
悼
の

意
を
込
め
、
弔
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
迫
族
会
を
代
表
し
て
、

宮
城
篤
正
さ
ん
が
　
「
廃
墟
と
化
し
た

郷
土
を
私
達
遺
族
は
、
悲
し
み
や
心

の
痛
み
を
お
さ
え
互
い
に
助
け
合
い
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
懸
命
に
努
力
し
、

今
や
戦
前
で
は
想
像
も
つ
か
ぬ
持
、

繁
栄
を
と
げ
て
お
り
、
こ
れ
も
偏
に

御
霊
の
ご
加
護
の
賜
も
の
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
達
は
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
い
、
再
び
戦
争
が
お
こ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
努
力
し
、
今
次
大

戦
に
お
け
る
御
霊
の
犠
椎
を
無
に
す

る
こ
と
な
く
、
常
に
歴
史
を
振
り
返

り
、
平
和
の
厚
さ
と
有
難
さ
を
肝
に

托
じ
後
世
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
願
わ

く
ば
、
諸
霊
の
皆
様
、
安
ら
か
に
お

眠
り
く
だ
さ
い
」
　
と
追
悼
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

‥
最
後
に
、
児
量
生
徒
に
よ
る
詩
の

朗
読
が
行
わ
れ
た
後
、
出
席
者
一
人

ひ
と
り
が
顕
花
を
お
こ
な
い
、
本
町

出
身
の
戦
没
音
の
御
霊
を
慰
め
ま
し

た。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆＊
字
嘉
手
納
一
二
一
－
玉
　
章
地
久
様

よ
り
　
故
父
　
幸
地
鳳
篤
様
の
香
典

返
し
と
し
て
　
十
万
円

＊
字
幕
手
納
一
七
」
ハ
番
地
　
伊
複
文
盛

様
よ
り
　
故
母
　
伊
惑
カ
メ
様
の
香

典
返
し
と
し
て
　
十
万
円

山
卦
か
針
掛
れ
臥
．

（
八
月
一
三
て
人
月
■
〇
日
）

日
月．
．
‖
　
ダ
イ
エ
ー
舶
用
問
題
に
つ

い
て
各
企
業
訪
問

．
三
日
　
節
1
8
航
空
団
支
援
群
司
令

官
と
面
談
　
（
中
郡
市
町
村

会
長
と
し
て
）

．
関
口
　
中
部
市
町
村
会
定
例
会

町
長
と
語
る
福
祉
団
体
と

の
夕
べ

．
五
日
　
嘉
手
納
町
中
和
祈
願
祭

平
成
」
四
年
度
第
二
回
沖

縄
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
策
定
委
n
全

．
九
日
　
二
一
役
・
部
・
課
長
会
議

二
↓
‖
　
中
央
社
会
保
険
医
療
臨
議

会
　
へ
東
京
）

二
二
日
　
「
辿
協
要
請
行
動

二
四
日
　
新
町
通
り
エ
イ
サ
ー
広
喝

二
〇
日
　
沖
縄
平
和
賞
受
持
式

∵
‖
　
全
回
リ
レ
ー
、
ン
、
ノ
ポ
ジ
ウ

ム
り
二
日
0
リ
ー
m
沖
縄

ニ
　
ー
　
　
h
T
や
虎

介
護
保
険
広
域
適
合
辞
令

交
付
式

関
目
　
叩
転
協
要
諦
行
動
（
東
京
）

六
日
　
介
護
保
険
広
域
連
合
策
定

委
日
へ
の
委
嘱
状
交
付
式

九
日
　
沖
縄
振
興
審
議
会
（
東
京
）
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㊥靡密度＠細密

去る、9月9日、兼久海浜公園で「平成14年度救急

の日及び救急医療週間」の行事の一環として、救急総合

訓練を行ないました。

この訓練は、北容、嘉手納、読谷地域の大規模事故を

想定、多数傷病者発生時にあけるトリアージ訓練及び隊

の運用訓練を実施することで、ニライ消防本部の救急計

画出勤の点検を行なうことを目的に行なわれたものです。

午前9時30分、国道58号緑を名護向lTに走行中の観

光バスに、嘉手納マリーナを右折した乗用車が衝突、バ

スの乗務員と観光客、そして乗用車の運転手か閉じ込め

られるという設定で訓練か開始されると救助工作車やポ

ンプ車が次々に到着、現場へ急行した消防隊員による負

傷者の救出、搬送、2次災害の防止が迅速かつ的確に行

なわれました。

三⊂ユ＝ne．′・仁王プ

醜盈虚膠薗⑳細
面蜃抑留盈＠

去る、8月27日、西浜区コミュニティセンターで西浜区のミニデイサー

ビス「西浜区ことぶきの会」か発足、その開所式と祝賀会が行なわれました。

また、前日の26日にはことぶさの会の設立総会が行なわれ、平成14年

度の事業計画や予算案の承認及び宮野看会長を始めとした新役員が選出さ

れました。

開所式では、社会福祉協議会の宮平永劫副会長が「昨今、暗いニュース

か多い中、西浜区ことぶさの会の結成は区民の皆様に潤いをもたらすもの

だと思います。ここにご参加の皆様、あ1人あ1人か主役だと思って率先
■　して地域福祉のために、「ことぶきの会」の役員やボランティアの皆様のご

▼定一協力で盛り立て、お年寄りのため力を尽くしていただきたい」とあいさつ
しました。

開所式終了後の祝賀会では、西浜区の老人クラブや婦人会か会員のお年

寄りを前に踊りや琉舞を披露しました。そして、パパイヤカンパニーの民

謡ショーで場が盛り上がると94歳の令村やス工さんも元気にカチャーシー

を踊りだし祝賀会は、より一層華やいだものとなりました。

鯛配置噸＠
8月15日、琉球銀行嘉手納支店で、屋良小学校茶道クラブの子どもた

ちかお茶会を行いました。 嶋

果…芸芸言霊と荒芸諾慧票芸イ器も諾靡
この日、屋良小学校茶道クラブは、乗区在住の玉城美佐子さん指導の

もとで12人の生徒かお茶や和菓子を振る舞い、董艮行を訪れたお容さんや．rt

忙しく働く行員にとって脚すらぎの一時とな。ました0　　　　鉱

広報かでな　H14・10・14J
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翁島鮮網島細⑱◎
8月16日、北区コミユニテセンターで、親子による手つくりのカンカラサンシ

ン作りか行なわれました。
これは、北区の子ども育成会か夏休みの行事の一つとして行なったもので、約
25人の親子が四苦八苦しなからもー緒になってカツカラワンシンを作り上げました。

講師として、サッシン作りを指導した宮城利枝子さんは「北区民謡クラブの指
導を受けて、次の子ども芸能祭にみんなで演奏できるのか夢」と話し、また、「子
どもたち独自の芸能として育って、北区の子ども達に友情の輪か広がっていく土
台作りになってくれれば」と期待をこめて話しました。

参加した子どもたちも「難しくて、大変」といいながらも、楽しそうにせっせ
つとサンシソ作りに励んでいました。

範鮎幽㊥飽亀
去る、8月20日の午前10時から本町の子ども達によ

る「道路店、れあい月間」道路の清掃（空き缶拾い）か行
なわれました。
「道路ふれあい月間」とは、安全で快適な道路環境を保

持するため、道路の正しい利用の啓発と道路愛護思想の
普及を園り、道路を常に広く美しく安全に、利用する気
運を高めることを目的に制定されているものです。この
清掃は、その運動の一環として行なわれているもので、
今回、嘉手納町スポーツ少年団や町民90人が参加して行

なわれました。
出発式での、餃波健建設部長の「今田は、町内の道路の

安全を確認しなから地域の
みなさんが、道路を大事に

利用出来るようにきれいに
して下さい」というあいさ
つの後、参加者は、コミ袋

を手に屋艮地区と嘉手納地
区の2つのコースに分かれ

残暑の中を、空き缶拾いに

向かいました。

甘藷のきた道
熱帯アメリカから野田村へ

前回までは、野園絶管に関する事柄について論じてきましたが、今回からは甘藷が
どこから野国村に伝わり、野国村からどういう経路で、どういう人々が関わって日本

全国へと広まったかについて、6回シリーズで考えてみたいと思います。
いもと呼ばれているものには、甘藷の他にサトイモ、ヤマイモ、ジャガイモ、ナガ

イモ、タロイモ、クズイモなど、世界全体では70－100種板もあり、いもの特徴と

しては、甘藷のように相の肥大したもの、ジャガイモのように地下茎が肥大したもの、
ナガイモのように根と茎の境目が肥大したものの3つに分類されるといいます。

さて、甘藷の原産地としては、メキシコ説やベル一説などがあり、いまだに特定さ
れた地域は確定されていませんが、中南米の熱帯アメリカが原産地であることは間違
いないようです。その証拠にペルー遺跡から、紀元前1000年から紀元前1300年ごろ

にかけての甘藷の乾燥した根や秦、花などを描いた綿布、甘藷を形どった土器などが

発見されています。さらに、ペルー海岸のチルカ谷の遺跡からは、紀元前8000年か
ら1万年のものと推定される炭化した甘藷の根が見つかっています。これらの遺跡に

見られるように、甘藷は紀元前3000年頃には熱帯アメリカで栽培され、食されてい
たことが明らかになっています。
この甘藷は、紀元前1000年頃には熱帯アメリカから南太平洋の島々に伝わり、さ

らには、大きく時代が下がって1492年、コロンブスがアメリカ新大陸を発見した際
のおみやげとしてスペインのイサベラ女王へ献上され、ヨーロッパに伝えられました。

しかし、ヨーロッパでは甘i削まスペインでわずかに栽培されただけで後に伝わったジ

ャガイモにおされ、ほとんど普及しなかったといわれます。

新航路の発見により、16世紀から17世紀にかけて、オランダ、ポルトガル、イギ
リス、スペインの国々が植民地獲得競争で東南アジアやインドなどに進出するように
なり、甘藷も探検家、船員、宣教師、商人たちによって、ヨーロッパからインド、イ
ンドネシア、フィリピン等へと伝えられました。

このように、甘藷は中南米の原産地からヨーロッパ、フィリピン、中国へ、そして、

中国から野国村へと時間的にも空間的にも長い広範囲な道のりを経て伝えら
れたことがわかります。　　　　　　　　　　　　　　（文責　伊波勝雄）

⑥広報かでな　H14・10・1
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一生’こ誓を見ていたr7

こくんのlh加わに、

突然宇山J＼か現れた。

略手に戒にあがりこ
み、くつろく了二†けタ、

に、ふりまわされ－

はなLJHフこくんて

ワニく山間
ふlき、警舶

欝疇
寸か。ほ、7）ばのと

混かいユーモラーくな

′′　　　　　　　　　　絵本。　r7こくん」

シリーて。

ある日の川べりで

の出会いから信也と

を［美子の不思言義な交

流が始まる…。第55

回日本推理作豪快三
賞（短編部門）を蔓
賞したお題作ほか仝
1作のミステリー。

寡作戒の署音が揃
を持して送り目す喧
しの杓ufi。

1ノ＼巧1

■　○

叱

．V

晦錬錬
＊指きよ

＊俊江；なたのほれていない訳舌
＊ホランティ7・ユヒリ、ソツ

＊悪三
＊出もとり宗族
＊広、栢中佐の絹慣
＊岩楕

＊王国その1アニドロメダ・ハイツ

＊連詩の足音
＊天匡ほてモーう一歩

＊魂の傷牧
＊コト一二・《＼J　二一一

＊もういちとあモーう氾
＊スモーキーーナイト

＊仙女ときこり
＊くらやみのかあさま
＊届くのしまんのトラ恭しさん

く一般書〉

＊すすめよう学校園書館ネットワーク
＊幸田真書緊急封講日本国債
＊食品の危機・安全度かわかる本
＊プロがそっと教える「建築費のと≡ツ」
＊空気のきれいな家をつくる
＊　〈建てる前〉に読む本
＊洗濯の名人になる！
＊日本のモチーフを生かしたステンシル作り
＊これからはじめるダッチオープン＆野外料夏空入門
＊贈ってウケる作ってハマるおもしろお菓子
＊個人美術館を行く
＊f引l旧本陶磁大辞典
＊校庭に、虫工は濡ちる

＊銀行総務特命
＊震えるメス
＊裸の桜
＊ふたりのシンデしラ
＊黒頭巾旋風…哀
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こ
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年
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師だ義勝

亨どもの事故を防ぎましょう
幼児の死亡原因の第1位は、病気ではなく事故です。死に至らないまでも幼児の事故は実にたくさん起きています。

事故は、ちょっとしたすきや、あとで「こんなことが」と思うような原因で起こるものです。身のまわりを再点検し

て事故の原因をできるだけ除き、赤ちゃんや幼児を事故から守りましょう。

よくある事故として、「窒息」「やけど」「誤飲」「転倒・転落」「おぼれる」「交通事故」などがあります。子どもを

取り巻く環境をもう一度見直して、事故の原因をできるだけ除き、赤ちゃんや幼児を事故から守りましょう。

☆年齢別で見る起こりやすい事故　　　　　　　　　　☆家庭の中をもう一度見直して見ましょう日

円・齢 �事　故 �予防のポイ　ント 

新 �自動車事故 �●自動車に乗せるときは、いつでもチャイ ルドシートを着用する。 
生 児 �転落 �●足下の確認、ときには上の千が抱き上げ 

て落とすことがあるので注意。 

1 �転落 �●ベッドの柵はいつも上げておく。 
l �やけど �●ストーブ周りには柵をつける。 
6 か �誤飲・中苺 �●小さな物やタバコなど危険なものは乳児 

月 �窒息 �の手の届かないところに移す。 

7 1 �転倒・転落 �●階段などにも転落防止対策をする。 
やけど �●アイロン、ポットなどに注意 

11 �溺水 �●浴槽や洗濯機に残し湯をしない。 
か 月 �匪直：二団 �●l危ないものは片付ける。l 

車内のけが �●チャイルドシートの誤着用のチェック。 

1 �転倒・転落 �●腑ブラシなどをくわえて歩かせない。 
●ベランダや階段などに踏み台になるもの 

やけど 匝丞 交通事故 �は置かない。 
i 4 歳 ��●テーブルでいたずらさせない。 

●l浴槽の残し湯や水あそびに注意。 

●交通ルールを教え、外では必ず手をつな 
いで歩く。 

芸、ベランダの幅広い悔（た焉）
ワ、ノシ店さ正）刃ラス

轟島員員員島員員島轟轟鼻島鼻員島員鼻鼻息員島員員員員員島鳥員員鼻息島員鼻員鳥丸島島鼻息
●　←　●　寸、　　　　　・　・l t　－　●　′　く・・　　　I　一　一　▲1－　も　●　●　●　●　●

：　　　平成14年度沖縄県食生活改善普及運動
●　1．名　称

●　　平成14年度沖縄県食生活改善普及運動

●
2．趣　旨

●

●

●

●

近年、がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の増加が大きな健康課題となっていることから、●
●　生活習慣病の一一・次予防に重点を市いた「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本21）」を推進し　●

●　　ているところです。栄養・食生活の分野においては、文部科学省、悍生労働省及び農林水産省において

●　定められた「食生括指針」の普及・定着に向け、各地域において教育、保健衛生及び農林水産の関係部局

●　及び団体の連携のもと・各種事業の推進を行っているところです0

●
このような状況を踏まえ、食生活指針の普及・定着を図るとともに、県民一人ひとりの食生活改善に対　●

する自覚を高め、日常生活での実践を促進するために、平成14年10日1日（火）から31日（木）まで　鬱
●　の1か月間を食生活改善普及月間として、本運動を展開し、種々の事業等を全県的に実施するものです0　●

●　3．実施機関

●　　　沖縄県、市町村

●　4．実施期間
平成14年10月1日（火）から10月31口（木）までの1か月間

5．統一標語
●　　「ぉいしいね」心と体に笑顔の食事

●　　●・　さ　　嶺　　や　　慮　　や　　ぎ　　だ　，、　　　　　　　　　　　一　　、
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（2） 試験 �一次 �一般教養試験及び消防適作検禿（A）を行う。 
二次 �一次試験の合格者について体力試験を行う。 

三次 �二次試験の合格者について口述試験を行う。 

（3） 日時 �区分 �　　1 試験日時i試験場所 　　ト ��合格発表 の日時 �合格発表の方法 �そ　　の　　他 

ー �（筆記試験・‥一般教養試験）上涜谷村総合 ��平成14年 �ニライ消防本部 読谷消防署 �○卒業正明書（最終学歴） 
検査・消防適作検査（A） �l甜センタ＿ 読谷村文化 センター ���及び資格免許等の写し 

次 �平成14年11月10日（臼） ��11月201」（水） ��を提出する。 

試 �受付／午前9時00分から ��午後1時 ��○一次試験合格者は二次 

験 �　午前9時45分まで 開始／午前10時 ����試験を行う。 

（体力試験） �嘉手納町 陸上競技場 �平成14年 ��○体力試験の時 

及び �次 試 験－ �平成14年11月24円（円） ���‡ 北谷消防署 に掲示 �（トレパン、運動靴準備） 

場所 ��受付／午後1時00分から ��11月27日（水） ��○二次試験合格者は三次 

等 ��　午後1時45分まで 開始／午後2時 ��午後1時 ��試験を行う。 

次 試 験 �（口述試験） 平成14年12月1日（日） �読谷村文化 センター �平成14年 ��○三次試験は口述試験を 
受付／午前9時00分から 午前9時45分まで 開始／午前10時 ��12月3日（火） 午後1時 ��行う。 

（4） �願書配布　　平成14年10月1円（火）～平成14年10月31日（木） 土・臼・祝祭日を除く午前9時00分～午後5時 

受付 �受付期間　　平成14年10月7日（月）～平成14年10月31円（木） 

期間 �上・日・祝祭日を除く午前9時00分～午後5時 

場所 等 �（郵送による申込みは平成14年10月31日消印有効） 

受付場所　　比謝川行政事務組一合ニライ消防本部（前嘉手納町消防本部）総務課（2階） 

（5） �…≡≡芸：≧貼付巨肖防本部総務課備え付けの用紙を使用すること。 
提出 �＊写真は最近3月以内に撮影した上半身のみの証明書用とし、①と②同じものを貼付すること。 

雷類 �③　住民票謄本（本籍地記載） 

④　卒業等を証明する書類又は資格免許等の写し。 

⑤　戸籍謄本等（一時的に住所を他に移している者） 

（6） 最終 �①　採用候補者名簿への登載：平成15年4月1日から1年採用候補者名簿に登載する。 

合格 者の 取扱 �②　採用：職員に欠員が生じた場合は、採用候補者名簿登載者の中から採用する。 

広報かでな　H14・10・1壇



早成品を認諾鰯

（1） 受験 資格 �職種区 ��資　　　　　　　　　　　　　　　　格 

消 防 儀 �　（ �①学　歴　学校教育法による高等学校又は短期大学卒業者のみ（平成15年3月末日までに卒 

業見込みの者を含む。） 

②年　　齢　昭和52年4月2日以後出生した者 

初 級 Ⅰ �③資格免許　普通自動車第一種運転免許取得者（平成15年3月末までに免許取得可能の者を含 
む。） 

ただし採用後、自費により大型自動車第一種運転免許（矯正視力、両眼で0．8以上 

で色覚正常者）の取得を条件とする。 
ヽ＿′ �④住所要件　平成14年8月1日現在嘉手納町、読谷村及び北谷町に住所を有し、引き続き居 

住している音叉は嘉手納町、読谷村及び北谷町に本籍を有する者、若しくは学業 

等の事由により一時的に住所を他に移転している者。 

′‾ヽ �①学　　歴　学校教育法による高等学校又は短期大学卒業者のみ（平成15年3月末までに卒業 見込みの者を含む。） 

初 級 �②年　　齢　昭和52年4月2日以後に出生した者 
③資格取得　救急救命士法第3条による資格を有する者 

普通自動車第一種運転免許取得者（平成15年3月末までに免許取得可能の者を含む。） 
Ⅲ �④住所要件　平成14年8月1日現在嘉手納町、読谷村及び北谷町に住所を有し、引き続き居住 

ヽ■．′ �している者又は嘉手納町、読谷村及び北谷町に本籍を有する者、若しくは学業等の 

事由により一時的に住所を他に移転している者。 

′‾ヽ �①学　　歴　学校教育法による4年生大学卒業者又は同等の学歴を有する者（平成15年3月末 
までに卒業見込みの者を含む。） 

②年　　齢　昭和52年4月2日以後出生した者 

上 �③資格取得　普通自動車第一種運転免許取得者（平成15年3月末までに免許取得可能の者を含む。） 

扱 �ただし採用後、自費により大型自動車第一種運転免許（矯正視力、両眼で0．8以上 

Ⅰ �で色覚正常者）の取得を条件とする。 

ヽ－′ �④住所要件　平成14年8月1日現在嘉手納町、読谷村及び北谷町に住所を有し、引き続き居住 

している者又は嘉手納町、読谷村及び北谷町に本籍を有する者、若しくは学業等 

の事由により一時的に住所を他に移転している者。 

〈 �①学　　歴　学校教育法による4年生大学卒業者又は同等の学歴を有する者（平成15年3月末 

までに卒業見込みの者を含む。） 

②年　　齢　昭和52年4月2日以後出生した者 

上 �③資格取得　救急救命士法第3条による資格を有する者 

扱 Ⅱ ヽ＿′ �普通自動車第一種運転免許取得者（平成15年3月末までに免許取得可能の者を含む。） 
ただし採用後、日掛こより大型自動車第一種運転免許（矯正視力、両眼で0．8以上 

で色覚正常者）の取得を条件とする。 

④住所要件　平成14年8月1日現在嘉手納町、読谷村及び北谷町に住所を有し、引き続き居 

住している者又は嘉手納町、読谷村及び北谷町に本籍を有する者、若しくは学業 

等の事由により一時的に住所を他に移転している者。 

⑨広報かでな　H14・10・1



会場：嘉手納町マ／しチメディアロン9－
対象者／県内在住の求職者（コールセンターに就職する意志のある方）
講座内容／コールセンター業務に必要な基礎知識の習得
講座日程／1日5時間（10：00～16：00）10日間コース（平日のみ）

11月18日（月）～11月29日（金）／定員12名

1　　　　い

11

申込方法／所定の申込用紙にご記入のうえ、下記の申込場所に直接お持ちいただくか、またはテレ・
ビジネス人材育成センターへFAXしてください。（FAX：098－94170三281）

◎嘉手納町マルチメディア推進課（嘉手納町役場2F）
◎テレ・ビジネス人材育成センター（那覇市西3－14－6）

応募締切：平成14年11月11日洞j17：00まで

説明田：申込後、追って連絶
連絡方法：受講が決まった方のみ、開講Hの3日前までに電話でご連絡します。

（祝祭日をはさむ場合は、ご連絡が前後することがあります。）

ぉ孟慧完先Lj⊂さ

′　（　、／　（　、　　一【－＼／－■、、　　ノー一、、一一、・

テレ・ビジネス人材育成センター
TE L098・捕0－2561

FAX098・941・0281

受付時間：9：00～17：00（土日祝祭日を除く）

◎パソコン入門／／10名
11月4日（月）、7日（木）、14日（木）、15日（金）

18日（月）、21日（木）午後2時から4時

10名

11月4日（月）から11月21日（木）までの

月曜日と木曜日　午後7時から9時

IJU

マ／Lチメディアeン9－
◎Exce閥厘′10名
11月6日（水）から11月22日（金）までの水曜日と金曜日

午後7時から9時
◎子ともパソコン教室
中学1～3年　10名11日2日

小学5、6年生10名11月9日

小学3、4年生10名11月16日

小学1、2年生10名11月23日

講習会

◎勉強会／研修室の空き時間を利用し、希望者が5名以上の場合2時間単位で開催。日時、内容について
はセンターにご相談下さい。定員10名

◎特別講習会（基本操作が可能な方）
パワーポイント講習11月25日（月）

画像処理講習　　　　11月27日（水）
ホームページ作成　11月28日（木）
CAD講習　　　　　11月26日（火）

11月29日（金）

ら

ち

ら

7時から
7時から

問い合わせ先：嘉手納町マルチメディアセンター　嘉手納町字水釜412番地
TeI956－1140　Fax956－1145　Email：info◎kadenammc．jp

、＿＿一／ヽヽ一一′　　　ヽ一一′＼、■＿■一′　　　－′′ヽ、一一〆 ＿ノ、｝－／　　＼＿＿／＼、＿／
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屋良東部地区地域振興施設の名称募集 
現在、尾良の安保の丘北側に建設中の尾良東部地区地域振興施設の名称を募集します。／＼ガキ、FAXでご 

応募下さい。 

1r【r■■ 
施設概要：・！軽業区域面積7．130山 

建物概要：琵≡忘去貰芸憲蓋芸」芸ミニ柵台転読言去空軍空二 

主監芸内壷鵬特産品売場、軽飲肘‾・便所堤覇蒜買 3階学習・展示宅、1i務室 

4階　展望喝 

応募方法：施設の名称、応募者の住所、氏名、蒐話番号をお書きの上、ハガキ若しくはFAXでご応募下さ 
い。応募点数は1人2点以内とし、申込み期限は11月29口（金）とします。 

商　　品：一席　1点　二万円相当商品券 

佳作　2点　元一千円相当商品券 

同一一名称に複数の応募があった喝合は、応募者で接分します。 

選　　考：選考は盛事納町役喝庁議において行います。 

募集窓口：〒904－0293　嘉手納町字嘉手納588番地　嘉手納町役喝マルチメディア推進課 

電　話098－956－1111（内線261）FAXO98－956－2818 

普通救命講習
受講者募集

定　例／毎月20日（日の変動あり）　ノd匡

場　所／ニライ消防本部2階≦

時　間／18時～21時（3時間）

定　員／15名

対　象／嘉手納・読谷・北谷に在住。在勤者
受講料／無　料
お問い合わせ・受付／こライ消防本部救急係

竃話：956－24ニ24

全国地域安全運動
期間／10円11日（金）から10日20日（日）まで

～スローガン～

☆　みんなでつくろう専心の街
☆　県民総くるみ守全・専心な街つくり
☆　街くるみ地域で育てる子と宅たち

地域安全運動は、生活に危険を及ぼす犯罪、事故、

災吉等を未然に防止するため、警察や防犯協会、地域

住民、関係機関等が一体となって取り組み、各種の運

動を推進していくものです。

しかた揺す∴　≠∴雲でたぺりrr努＋雲∵ト一軍

管軒甘　Pこ　　　ぞこき　rがこき
・亨だrTナ・’r T・．F：子’－　■11－1．l・J一一ご・1－・∴；√デーI

◎不審な人物・車を見かけたら警察に通報を
TEL956－0110

嘉手納警察署・嘉手納地区防犯協会

嘉手納基地内参拝立入りの
再開について

昨年9月目口の米国における同時多発テロ発生

以降、中止になっていました、嘉手納基地内参拝立入

りの件について、再開されることになりましたので、

お知らせ致します。

記

1．参拝時間

毎週金曜日9：00～16：00の間の2時間以内

※　米国の祝日等に当たる場合は不可

※　立入希望口の少なくとも15口前には、基地渉

外課にて申請手続きをすること

※　基地渉外課から、嘉手納基地・渉外部へ申請

乃を提出後、希望口に参拝できるかどうかの連

絡がきます。

2．立入人数

8人以内、車両は2台以内

3．参拝立入代表者は、原則として素手納町民とする

（当日、立入者全員の身分証明書が必要）

4．参拝場所については、地図にて明示できること

（立入当日は米軍のエスコートで参拝場所まで

行く為）

＝1′㌧1ミ　日日　　　　　　　　　LJ　　′ド三㌧　・

ト

＿」
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咤ヨピヨ写鞘⑯；
えいと

青平　水翔ちゃん（舞子）

生年月日

平成14年7月31日生まれ

父／永蚊　母／里美

＊たくましく元気に有ってネ！ ▼

▼

危険物取扱者試験

試　験　日　時：平成14年12月8日（日）午前10時開始

試　験　種　類：甲種・乙種第1～第6類・丙　種

試　験　会　場：南部農林高等学校・沖縄国際大学

北部農林高等学校・宮古工業高等学校

八重山農林高等学校

受験願書受付期間：平成14年10月28日（月）～11月1日（金）

お知らせ　　　　i輔案内舵布先‥各消防本部●宮古支庁総務観光振興課
消防試験研究センター

謂雰認諾詰禁警諾意造語忍i受験受付方法：受験願書を試験センタ‾へ郵送又は直接窓口へ持参

受験受付場所：（財）消防試験研究センター沖縄県支部

「ピヨピヨ写真館」のコーナーでは、嘉手納町の新しい　▼

下記まであ気軽にご連絡ください。　　　　　　　　▼
連　絡　先　　　　　　　　　▼

，EL悪幣鵠讐温雷等原。i及びお問い合わせ慧慧慧慧2自治会館5階
、／1、」）・∵小Jtr，・こう㌧雪王羊ンF√b′群与信巧丞ド巧＼Jコアう＼J㌍卜J「／う王羊ノすぎてb／7㌢

第13回　中書Fトリムマラソン大会
参カロしよさ　　　　走るあなたが王子受
ファミリーーで合わやカ・に走ろう

■主　催
（財）沖縄県公園・スポーツ振興会・琉球新報社・中部広域市町村圏事務組合
ラジオ沖縄
■期　日
平成14年11月10日（日）（雨天決行）
※閉会式9：00　　閉会式15：00
■場　所
沖縄県総合運動公園陸上純技喝（スタート
■種目及ひ制限的問　　　　（スタート）
①20kml（公園内＋ロード）　9：30

②10km（公園内十ロード）10：00

⑨5km（公　園　内）　　12：30

④3km（公　園　内）　　13：40

ゴール）
（制限時間）
2時間50分
1時間30分
1時間00分
50分

■申し込み方法
所定の申し込み用紙に必要事項を記入し、申し込み料を添えて、直接持参又
は郵送で申し込んで下さし）。
※中学生以下の申し込みは、保護者の承諾印を要します。
※郵送にて申し込みの場合は事務所へ申し込んで下さい。
※亀諸による申し込みは受け付けいたしません。
※中部12市町村役所・投均にも申し込み用紙があります。
※インターネットでも・受け付けます。
■申込先
①沖縄県総合運動公園陵L銃枝堀（098－930－5701）
②奥底山公園管埋事務所　　　　（098・858・2700）
虐・琉球斯細社事務局　　　　　　（098－865－5253）
④琉球新報北部支社　　　　　　（098－053－3131）
⑨琉球新報中部支社　　　　　　（098－934－6500）
⑥ラジオ沖縄業務部　　　　　　（098－869－2205）
インターネ・1／トアドレス　httD：／www．sportsentry．neJp／

（インターネ・ソトは使用料が200円でます。）
※車イスの部の受付は①の沖縄総合運動公園陸上職技喝、②の奥武山公園管理
事務所で行しゝます。
■参加轟
※大人　※小人（■甘校生以下）
※参加料は、保険料・セッケン等代・Tシャツ代込み
※申し込み後の参加料は、お返しLiたしません。
■申込開眼
平成14年10月1二三日　日二）～10月27日（日）

■表　彰
①各コースとも、もっとも相聞差の少ない帽に6名を表彰する。但し、同タイ
ムの現出ま、1．年齢のl鋸川房　2．申告タイムの短い帽で表彰する。
②各コースとも、もっとも記録の良い男女1位を表彰する。
③完走者の中から抽選により10km・20kmコースの中から3名をホノルルマ
ラソンへ、5kml・3kmの部から5名をディズニーランドへ派遣する。但し、

派遣者は本人とする。
■事務局連綿先‾茹競蒜3一藩帖比局槻67　場合合動公園内）帽トリムマラソン瑚局（098胡2・5114）李

やー　広報かでな　H14・10・1

《日本全回どこの現場でも健退共制度！！》

建設現場で働く万々の退職金は

安全・確実・有利な
「建退共制度」をゐすすめ

く建設事業主のみなさまへ〉
☆申込手続きは簡単です！（加入時に経費
はかかりません）
☆経営事項審査で加点されます！
☆掛金は全額非課税で国が一部を補助します！

〈建設現場で働くみなさまへ〉
☆建退共の手帳を持っていますか？
☆事業主が変わっても退職金は通算して計
算されます！

★加入者還元のための宿泊割引・レンタカー
割引等の携帯サービス事業も行っております。
詳しいことは、もよりの建退共沖縄県支部へ
お問い合わせ下さい。
TEL O98－876－5214

勤労者退職金共済機構　建退共沖縄県支部
建退共本部のホームページを開設しました。
退職金の試算ができますので、ぜひアクセス
してください。

ホームページアドレス
http：／／www．alles．or．jp／～kentail／

株式会社の経営者の皆様へ

法薪局から休眠会社鰹理のお知らせ

法務局では、本年10月から、5年以上登記の
ない株式会社について、商法第406粂ノ3の

規定による休眠会社の整理作業を行います。
本年10月1日の時点で最後の登記から5
年を経過している株式会社は、本年12月2日
（月）までに登記の申請又は「まだ営業を廃止
していない」旨の届出をしない限り、解散し
たものとみなされ、職権で解散の登記がされ
ますので、注意が必要です。
御不明な点は、お近くの法務局までお問い
合わせ下さい。

那覇地方法務局登記部門
TEL（098）854－7952

●
こ
▼
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●
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▼
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◎共催：嘉手納町・嘉手納町議会・嘉手納町教育委員会
嘉手納町自治会・町老人クラブ連合会
町婦人連合会・町社会福祉協議会・町子ども会育成連絡協議会
町連合青年会・町商工会・町体育協会

◎後援：（財）防衛施設周辺整備協会

発行／暮手納町役場■義／企i財政騨　〒904・0293嘉手納町字嘉手納588　地¶臥098・956－11日（内♯232）印刷／（有）丸の内印刷
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10
日　月　火　水　木　金　土

1　2　3　4　5

6　7　8　9101112

13141516171819

20　2122　23　24　25　26

27　28　29　30　31

民カレンダー
2002年11月

日 �六揮 旧暦 �町の行事 �寮虐メモ 

1金 �大安 9月27日 � � 

2土 �赤口 �嘉手納町英語スピーチコンテスト � 
9月28日 �かでな文化センター　PM2：00－ 

3日 �先勝 9月29日 �文化の日 � 

4月 �友引 9月30日 �振替休日 � 

5火 �仏滅 �健康相談（出張相談） � 
中央区コミュニティセンター 

10月1日 �AM9：30～11：00 

6水 �大安 �西区結果説明会 � 
西区コミュニティセンター　AM9：00－11：00 

照月2日 �西区結果説明会 西区コミュニティセンター　PMl：00～3：00 

ワホ �赤口 10月3日 �立冬 � 

健康相談　町役場保健師圭　AM9：00～11：30 

擁体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30－3：30 

8金 �先勝 10月4日 � � 

9土 �友引 10月5日 � � 

10日 �先負 10月6日 � � 

11月 �仏滅 �出張相談　総合福祉センター4階　AM9：30～11：00 � 
中央区あしびなあ 

10月7日 �中央区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

12火 �大安 �各区ゲートボール親善交流会（老人クラブ） � 
野園績菅ゲートボール場　AMlO：00～ 

10月8日 �両区かりゆし会 南区コミュニティセンター　AMlO：00～PMl：00 

13水 �赤口 �棄区がんじゅう会 � 
10月9日 �兼区コミュニティセンター　PM2：00～4：00 

14木 �先勝 10月10日 �健康相談　町役場保健師室　AM9：00～11：30 � 
擁体教室　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

リハビリ教室 
総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

15金 �友引 10月1柑 � � 

16土 �先負 10月12日 �古手納外語塾推薦入試　嘉手納外語塾　AM9：00～ � 

乳児一般健診 

（平成13年11月17日生～平成14年8月16日生） 

総合福祉センター4階　PMl：00～3：00 

12
日　月　火　水　木　金　土

1　2　3　4　5　6　7

8　91011121314

1516171819　20　21

22　23　24　25　26　27　28

29　30　31

日 �六輝 lO暦 �町の行事 �家庭メモ 

17日 �仏滅 10月13日 � � 

18月 �大安 10月14日 � � 

19火 �赤口 10月15日 � � 

20水 �先勝 10月16日 � � 

21木 �友引 �健康相談　町役場保健師圭　AMg：00～11：30 � 

撮体教皇　総合福祉センター4階　AMlO：00～11：30 

福祉ネットワーク推進地区交流会一掃てい遊ばな－ 

10月17日 �中央公民館　AMlO：00～PMl：00 
リハビリ教主　総合福祉センター4階　PMl：30～3：30 

22金 �先負 �小雪 � 
1歳6ケ月児健診（平成13年3月生～4月生） 

冊月18日 �　総合福祉センター3階PMl：00～2：00 1 

23土 �仏滅 10月19日 �動労感謝の日 � 

24日 �大安 10月20日 � � 

25月 �赤口 10月21日 � � 

26火 �先勝 �各区グラウンドゴルフ親善交流会（老人クラブ） � 
町陸上競技場　AMlO：00～ 

10月22日 �出張相談 相談福祉センター4階　AM9：30－11：00 

27水 �友引 10月23日 � � 

28ホ �先負 �健康相談　町役場保健師垂　AM9：00～11：30 � 

操体教圭　躁体福祉センター4幣　AMlO：00～11：30 
二コ二コ歯科健診 

10月24日 �総合福祉センター3階　PMl：00－1：30 
リハビリ教室　総合福祉センター4階　PMl：30－3：30 

29金 �仏滅 10月25日 � � 

30土 �大安 10月26日 � � 

957－1414　防衛施設周辺整備協会　956－0750

東区956－3179中央区956－6223北区956－3928南区956－4688西区956－4544西浜区956－4541

嘉手納町役場956－1111　社会福祉協議会956－1177　かでな振興（株）


